
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

（
法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
十

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

第
六
条
の
十

法
第
五
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
六
条
の
十
の
二

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、

就
労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
二

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
生
活
介
護
、
自
立
訓

練
、
就
労
移
行
支
援
及
び
就
労
継
続
支
援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条
の
十
の
三

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
間
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
三

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
間
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
十
の
四

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
障
害
者
が
新
た
に
雇
用
さ

れ
た
通
常
の
事
業
所
で
の
就
労
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
事
業
所
の
事
業
主
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
行
う
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
、
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
生
ず
る
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
各
般
の
問
題
に
関
す
る
相
談
、
指
導
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と

す
る
。

第
六
条
の
十
の
四

法
第
五
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
障
害
者
が
新
た
に
雇

用
さ
れ
た
通
常
の
事
業
所
で
の
就
労
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
事
業
所
の
事
業
主
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
、
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
生
ず
る

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
各
般
の
問
題
に
関
す
る
相
談
、
指
導
及
び
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支

援
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
）

第
六
条
の
十
の
五

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
障
害
者
は
、
居
宅
に
お
け
る
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
自
立
生
活
援
助
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
援
助
を
要
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て
、
居
宅

に
お
い
て
単
身
で
あ
る
た
め
又
は
そ
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
家
族
等
が
障
害
、
疾
病

等
の
た
め
、
障
害
者
に
対
し
、
当
該
障
害
者
の
家
族
等
に
よ
る
居
宅
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
上

で
の
各
般
の
問
題
に
対
す
る
支
援
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
五

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
は
、
居
宅
に
お
け
る
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
自
立
生
活
援
助
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
援
助
を
要
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て
、

居
宅
に
お
い
て
単
身
で
あ
る
た
め
又
は
そ
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
家
族
等
が
障
害
、

疾
病
等
の
た
め
、
障
害
者
に
対
し
、
当
該
障
害
者
の
家
族
等
に
よ
る
居
宅
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
上
で
の
各
般
の
問
題
に
対
す
る
支
援
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条
の
十
の
六

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
間
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
六

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
間
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
援
助
）

（
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
）

第
六
条
の
十
の
七

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
援
助
は
、
定
期
的
な
巡
回
訪
問
又
は

随
時
通
報
を
受
け
て
行
う
訪
問
等
の
方
法
に
よ
る
障
害
者
等
に
係
る
状
況
の
把
握
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び

助
言
並
び
に
相
談
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福

第
六
条
の
十
の
七

法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
援
助
は
、
定
期
的
な
巡
回
訪
問

又
は
随
時
通
報
を
受
け
て
行
う
訪
問
等
の
方
法
に
よ
る
障
害
者
等
に
係
る
状
況
の
把
握
、
必
要
な
情
報
の
提
供

及
び
助
言
並
び
に
相
談
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
（
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
障

（
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
七

法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
七

法
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
訓
練

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
便
宜
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
六
条
の
八

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
二
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
専

ら
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
条
に

規
定
す
る
便
宜
を
供
与
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
年
又
は
五
年
と
す
る
。

第
六
条
の
八

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
二
年
間
と
す
る
。た
だ
し
、

専
ら
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の
資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
条

に
規
定
す
る
便
宜
を
供
与
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
年
又
は
五
年
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
六
条
の
九

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
就
労
を
希
望
す
る
六
十
五
歳
未

満
の
障
害
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
障
害
者
（
六
十
五
歳
に
達
す
る
前
五
年
間
（
入
院
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
期
間
を
除
く
。）引
き
続
き
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
前
日
に
お
い
て
就
労
移

行
支
援
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

可
能
と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
き
、
生
産
活
動
、
職
場
体
験
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
就
労
に

必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、
そ
の
適
性
に
応
じ
た
職

場
の
開
拓
、
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
相
談
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

第
六
条
の
九

法
第
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
就
労
を
希
望
す
る
六
十
五

歳
未
満
の
障
害
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
障
害
者
（
六
十
五
歳
に
達
す
る
前
五
年
間
（
入
院
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
期
間
を
除
く
。）引
き
続
き
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
六
十
五
歳
に
達
す
る
前
日
に
お
い
て
就

労
移
行
支
援
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
て
、
通
常
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
き
、
生
産
活
動
、
職
場
体
験
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
就

労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
求
職
活
動
に
関
す
る
支
援
、
そ
の
適
性
に
応
じ

た
職
場
の
開
拓
、
就
職
後
に
お
け
る
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
に
必
要
な
相
談
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
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